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令和 5 年度、掛川市青少年補導センターは青少年の非行防止や健全育成を目的として、声掛け活動

を中心に次の補導活動を実施してきました。コロナ対応も少なくなり、祭典や納涼祭を例年通り行う

ところが多くなったため、ほぼ計画通りに補導活動を実施することができました。 

⑴ センター補導：センター職員と専任補導員(民間 10 人、教員９人)による補導です。今年度は平日

の夜間と休日の昼間に計 24 回実施し、公園やカラオケ店、ゲームセンターなどで青少年への声掛

け等を行いました。ひと昔と比べると屋外で見かける青少年の姿はずいぶんと少なく、98 人に声

掛けしました。補導件数はゼロでした。公園などで出会った若者に声掛けすると、気持ちの良い返

事や礼儀正しい態度で返してくれることが多く、心がほっとする瞬間でもありました。 

⑵ 地域補導：市内 33 地区から選出された地域補導員による補導です。地元にお住いの補導員のため、

中学校区ごとに若者が集まりそうな場所を巡回し、声掛け活動をしていただきました。７～10 月

の月 1 回、計 44 回、延べ人数 127 人で実施し、こちらも補導件数はゼロでした。 

⑶ 納涼祭・祭典補導：8/5 掛川納涼祭、8/26 大東いとくり通り納涼祭、10/8 掛川まつり祭典で補導

を実施しました。コロナ明けのためか、3 か所それぞれで多くの人出がありました。青少年への声

掛けを積極的に行い、催し終了時には速やかに帰宅する青少年の姿がありました。 

⑷ 県下一斉補導・立入調査：夏と冬の 2 回、センターの職員で実施しました。夏は立ち入り調査(各

店舗が県条例に沿った適正な営業が行われているかを調査)を中心に、また冬は補導を中心に実施

しました。どちらの活動でも、青少年の補導対象はいなかったです。 

●補導活動状況（令和５年４月から令和６年 2 月現在まで） 

 



掛川市青少年補導センター 

昨今、青少年のインターネット依存が大き

な社会問題となっています。 

令和５年 11 月に静岡県教育委員会が発表

した「令和４年度のネット依存度判定システ

ム」の結果では、「リスクなし」「中リスク」

「高リスク」の３段階のち、高校生の半数以

上が中・高リスクに判定され、またネットの

用途別では、小学生はゲームが最も多く、中

高生は、動画、音楽、SNS が多い傾向となり

ました。 

中・高リスクは、それぞれ「要注意、ネッ

ト・スマホの使い方をもう一度よく考え直す

必要がある」、「ネットの利用を自分でやめ

ることができない状態、早急な改善が必要で

ある」を示していることから、県教委は、「高リスクに悪化する前にネットやスマホの利用を

見直し、家庭でのルール作り」を呼びかけています。 
 

なお、この検査は自分で取り組むことが

できます。検査は校種別になっていますの

で、右に示したそれぞれの QR コードを読

み取り、検査のページに入って下さい。 

県教委は、「検査結果はあくまで目安で

すが、この結果をもとに、ご家庭で話し合

っていただくことで、ネット利用のルール

作りやお子様自身の改善につなげられれ

ば幸いです」と言っています。 

パスワードは、すべての校種で「0000」

です。 
 

青少年相談、受け付けしています。一人で悩まないで電話をおかけください。 
青少年補導センター(市教育委員会内) 電話：0537-21-1189 

相談時間：(火～金) ９:００～１２:００  １３:００～１６：００ 

 

中リスク該当者 高リスク該当者
小学校 26.3 4.2
中学校 40.5 5.3
高校 47.2 2.9

ネット依存度判定システムの結果　％

（R4年度　県教委）

小学生 中学生 高校生
ＳＮＳ 26.6 72.5 86.7

ニュース 17.4 28.7 33.2
情報検索 30.5 49.9 47.0
音楽 42.6 72.4 78.0
動画 68.7 87.3 86.7

電子書籍 5.1 18.4 23.4
ゲーム 75.5 68.5 56.8

ショッピング 4.0 14.0 22.2
学習・勉強 31.4 33.9 40.6

中高生のネットの主な用途　％


